
2017年（平成29年）３月第50号

進
む
中
山
間
地
域
を
抱
え
、
後
継

者
不
足
や
若
者
の
県
外
流
出
に
悩

む
宮
崎
県
な
ど
の
地
域
は
、
持
続

可
能
な
地
域
創
成
と
地
域
産
業
の

振
興
が
何
よ
り
重
要
で
、
風
景
街

道
の
活
動
に
も
期
待
が
か
か
る
。

本
紙
も
連
載
で
紹
介
　
　

　

創
刊
50
号
を
機
に
本
紙
と
風
景

街
道
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

　

本
紙
が
、
日
本
風
景
街
道
の
活

動
を
初
め
て
紙
面
掲
載
し
た
の
は

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
７
月
の

第
８
号
。
６
面
全
部
を
使
い
、
動

き
始
め
た
活
動
や
取
り
組
み
の
意

義
を
展
望
し
た
。
日
本
風
景
街
道

戦
略
会
議
（
会
長
奥
田
碩
日
本
経

団
連
会
長
＝
当
時
）
が
「
風
景
街

道
」
の
理
念
、
目
的
、
仕
組
み
な

ど
を
提
言
し
た
こ
と
は
07
年
４
月

の
13
号
で
紹
介
し
た
。

　

同
年
10
月
の
15
号
１
面
で
日
本

風
景
街
道
の
登
録
開
始
を
報
じ
、

連
載
第
１
回
は
２
～
３
面
見
開
き

で
島
根
県
松
江
市
周
辺
の
ル
ー
ト

「
ご
縁
を
つ
な
ぐ
神
仏
の
通
ひ
路
」

の
活
動
を
紹
介
。
16
号
か
ら
は
４

～
５
面
見
開
き
で
連
載
が
定
着
。

第
１
次
連
載
は
予
告
編
を
含
め
９

回
続
い
た
。

　

風
景
街
道
の
活
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
12
年
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
制
定
。
本
紙
も
８
月
の
35
号

で
「
日
本
風
景
街
道 

登
録
１
２

７
ル
ー
ト
全
国
図
」（
12
年
３
月

当
時
）
を
掲
載
＝
写
真
。
地
域
活

性
化
へ
の
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　

第
36
号
（
12
年
11
月
）
で
は
、

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
で
充
実
し

た
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
資

格
を
目
指
し
て
勉
強
も
す
る
し
、

難
関
大
学
を
突
破
し
て
そ
の
後
の

人
生
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
と

思
う
人
も
、
よ
り
高
度
な
研
究
に

励
み
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

一
生
懸
命
働
い
て
収
入
を
増
や

し
、
身
の
回
り
を
美
し
く
飾
っ
た

り
、
洋
服
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
り

た
い
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
人
ご
と
に
好
ま
し
い

と
す
る
環
境
を
得
る
こ
と
で
、
人

々
の｢

幸
福
」
の
か
な
り
の
部
分

は
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
婦
関
係
の
よ
う
に
個

人
だ
け
の
努
力
で
は
達
成
で
き
な

い｢

幸
福
」
も
あ
り
ま
す
。
友
人

関
係
や
上
司
・
部
下
と
の
関
係
も

同
様
で
す
が
、
相
手
を
尊
重
し
尊

敬
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
相
手
か

ら
の
評
価
も
得
ら
れ
て
、
そ
の
人

間
関
係
が
作
り
だ
す｢

幸
福
」
環

境
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
自
分
や
回

り
の
人
間
関
係
か
ら
で
は
得
よ
う

の
な
い
「
幸
福
」
も
あ
る
の
で
す
。

わ
か
り
や
す
い
の
が
、
家
の
前
の

街
路
の
樹
木
が
立
派
で
美
し
い
か

ら｢

わ
が
家
の
誇
り
」
に
な
っ
て

い
る
と
か
、
歩

道
が
幅
広
く
安

全
に
歩
け
る
か

ら｢

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

上
水
道
が
家
庭
に
つ
な
が
る
こ

と
で
お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も
飲

め
、
下
水
道
が
快
適
さ
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
道
路
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
か
ら
新
聞

も
宅
配
便
も
キ
チ
ン
と
届
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
も
た
ら
す｢

幸
福
」

は
、
個
人
や
少
数
の
人
間
の
努
力

で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。｢

み
ん
な
が
、
み
ん
な
の

た
め
に
、
み
ん
な
の
力
や
金
で
行

う
」
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
達
成
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
こ

の
公
共
の
効
用
が
認
識
し
に
く
く

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
の
で
す
。

　

人
々
の
暮
ら
し
（
＝
幸
福
）
は
、

公
共
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
基

礎
に
敷
き
、
そ
の
う
え
に
個
人
の

努
力
で
獲
得
し
た
も
の
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
た
い
の
で
す
。

個
人
の
努
力
で
得
ら
れ
な
い
も
の

10
　

日
本
風
景
街
道
大
学
が
１
月
、

宮
崎
大
学
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
生
み
出
す
～
地
域
の
力
」。
資

源
・
魅
力
・
誇
り
・
つ
な
が
り
・

お
金
…
…
主
体
に
よ
っ
て
生
み
出

す
物
の
と
ら
え
方
は
多
様
だ
。
生

み
出
す
こ
と
で
何
を
も
た
ら
す
の

か
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
な
ど
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
講
義
が
あ
っ
た
。

　

内
容
は
「
風
景
街
道
大
学
の
趣

旨
」「
地
域
資
源
を
ク
リ
エ
イ
ト
す

る
プ
ロ
セ
ス
」「
全
国
の
取
り
組
み

～
地
域
資
源
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ク

リ
エ
イ
ト
の
現
場
か
ら
～
各
地
の

　ロゴマークはコシノジュ
ンコさんが手がけ、日本の
象徴富士山をモチーフに、
歴史や文化が道路を介して
未来へと続いていくことへ
の願いをこめて表現した。

国
土
文
化
再
興
へ
日
本
風
景
街
道
大
学

宮崎大学で開かれた風景街道大学

ひない
小林清一郎駅長

　日本三大美味鶏「比内地鶏」の本場。

秋田県大館市比内町扇田新大堤下 93-11
国道 285 号　TEL.0186-55-1000

レストランでは「きりたんぽ鍋」「親子丼」をは
じめ比内地鶏料理を堪能できます。「直売所・とっ
と館」で地元農家の新鮮野菜や漬物、地鶏肉等を
販売しており、比内地鶏の卵を使ったプリン・ソ
フトクリーム、地鶏焼き鳥が大変好評です。

中条
下内光雄駅長

　長野市と白馬村を結ぶオリンピック

長野市中条住良木 1704
県道 31 号　TEL.026-267-2188

道路沿いにあります。自然豊かな田園風景と北ア
ルプス、信州百名山の虫倉山を眺めながら心身と
もリフレッシュしてください。食堂では「郷土料
理おぶっこ」、売店では「笹おやき」「豆乳ドーナツ」
が大人気。お土産には6次産業化産品をどうぞ。

国上
相田信駅長

　良寛さまが庵を結ばれた国上山麓に

新潟県燕市国上 5866-1
県道新潟寺泊線　TEL.0256-98-0770

位置し、北は飯豊連峰から越後山脈、南の谷川連
峰が眺望され、残雪や朝焼けは感動です。公園や
日帰り温泉、足湯があり、野菜市がにぎわい、売店、
食事処が完備しています。弥彦神社～寺泊魚市場
の中間にあって交通の便が良く、休憩に最適です。

永代橋（東京都江東区・中央区）明石海峡大橋（兵庫県神戸市垂水区・淡路市岩屋）

ルートプ
レス50号おめでとう

挑
戦
」
な
ど
。
事
例
と
し
て
「
日

南
海
岸
恋
人
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
」

と
「
鵜
戸
神
宮
と
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　

風
景
街
道
の
運
動
を
広
め
、
深

め
よ
う
と
い
う
風
景
街
道
大
学
と

い
う
公
開
講
座
は
、
宮
崎
大
学
で

は
数
回
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
大

学
に
昨
年
４
月
「
地
域
資
源
創
成

学
部
」
と
い
う
新
た
な
学
部
が
開

設
さ
れ
た
。
教
授
に
就
任
し
た
熊

野
稔
氏
は
、「
道
の
駅
」
の
制
度
創

設
前
か
ら
道
の
駅
に
関
わ
っ
て
き

た
道
の
駅
の
研
究
者
。
地
方
創
生

に
は
、
道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連

携
強
化
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
話
す
。

　

日
本
風
景
街
道
は
、
郷
土
愛
を

育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力
・
美
し

さ
を
発
見
、
創
出
し
、
様
々
な
主

体
が
協
働
し
て
景
観
、
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
て
国
民
的
な
原
風
景
を
創
成

す
る
運
動
を
促
す
こ
と
で
地
域
活

性
化
、
観
光
振
興
に
寄
与
し
、
国

土
文
化
再
興
に
役
立
て
る
の
が
目

的
で
あ
る
。

　

風
景
街
道
大
学
も
公
開
講
座
と

し
て
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

道
路
と
道
の
駅
そ
の
も
の
の
景
観

向
上
と
、
道
路
と
道
の
駅
か
ら
見

た
風
景
の
景
観
向
上
と
い
っ
た
、

風
景
街
道
と
道
の
駅
と
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
と
熊
野
教
授
。
宮
崎

大
学
に
誕
生
し
た
新
学
部
は
、
そ

の
担
い
手
に
う
っ
て
つ
け

だ
。

　

地
域
社
会
は
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
な
ど
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に

全
国
初
の
風
景
街

道
サ
ミ
ッ
ト
の
模

様
を
詳
報
。
以
後

49
号
ま
で
、
毎
号

２
カ
所
程
度
ル
ー

ト
を
紹
介
、
欠
か

さ
ず
掲
載
し
て
き

た
。


